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【委員長】

浜岡 秀勝
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吉田 樹 福島大学 経済経営学類 准教授

おのざわ あきこ

令和２年度予算に向けた道路事業の新規事業採択時評価について、東北地
方小委員会を持ち回り開催した結果を、以下のとおり社会資本整備審議会道
路分科会に報告する。

令和2年3月1２日
社会資本整備審議会道路分科会

東北地方小委員会委員長 浜岡 秀勝

□対象事業

・一般国道４号 北上花巻道路

・一般国道１０６号（宮古盛岡横断道路） 田鎖蟇目道路

・一般国道１１２号 山形中山道路

□結論

一般国道４号 北上花巻道路

一般国道１０６号（宮古盛岡横断道路） 田鎖蟇目道路

一般国道１１２号 山形中山道路

の新規事業化については妥当である。

□議事概要

きくち あきら

こばやし まさあき

たかひ しのぶ

ぬくい とおる

みやはら いくこ

はまおか ひでかつ

よしだ いつき

【一般国道４号 北上花巻道路】

・現道周辺への企業進出により、交通負荷の増大が想定されるため、

早急な整備が必要。

【一般国道１０６号（宮古盛岡横断道路） 田鎖蟇目道路】

・国の権限代行で進めるのであれば、地域の防災安全上、早急な整備

が必要。

・整備後の現道については、利用状況等も踏まえ、必要な対策を行う

べきである。

【一般国道１１２号 山形中山道路】

・市街地の縁辺部に整備されるため、交通機能が十分に確保される構

造とすべきである。

・バイパスと現道の役割分担を図るために必要性が高いと考えられる。


